
平成２６年度図書館協議会概要 

日 時  平成２６年７月１日（火） 

午後３時から午後４時３０分 

場 所  更埴図書館 ２階 会議室 

 

任命書の交付 （ 教育長） 

１．開  会 （生涯学習課長） 

２．あいさつ （ 教育長） 

３．自己紹介 

４．正副会長の選出について 会長は諏訪順一校長、副会長は飯島喜美子司書を選出 

４．協議事項 

（1）千曲市立図書館の概要について 

（2）平成２５年度事業報告について 

（3）平成２６年度事業計画について 

（4）図書館運営についての意見交換 

 

委員から出された主な質問及び意見 市（事務局）の説明及び回答 

○ 更埴図書館で移動図書館車が行っている学校

は治田小学校とどこか。 

○ ブックネットちくまの資料集があるが、小中 

学校の図書室と公共図書館の本を小中学生に貸 

し出すために作られているのか。 

 

 

 

○ このシステムは積極的に使われているのか。 

 

○ 戸倉で行っている「おはなしさとちゃん号」 

は更埴でもやる予定はあるか。 

 

○ 学校へ移動図書館車が行くことはどういう形 

になるのか。授業はどうなるのか。 

 

 

○ 全部の小学校でできないか。 

 

 

○ 千曲市の図書館は長野市、坂城町の住民にも 

貸出している。長野市の図書館も千曲市民が利

用できるようにならないか。 

 

○ 東小学校です。 

 

○ 学校図書室と公共図書館が図書館システムで

繋がっている。小中学生は公共図書館の本を利用

できるが、公共側は学校図書室の本を利用できな

いようになっている。公共図書館の職員は学校図

書館の蔵書を検索できるが、公共の利用者は検索

できない。 

○ 公共側はもっと利用してほしいと思っている。 

調べ学習ではかなり利用している。 

○ 更埴では子育てひろばへの職員派遣のおはな 

し会がこれに当たる。児童センターの考えもある

ので検討したい。 

○ ２時間休みに行っている。２時間休みには移動 

図書館の本を借りる児童もいれば、学校図書室を

利用する児童もいれば、校庭で遊んでいる児童も

いる。 

○ 自分の力で公共図書館に来ることができない 

子どもたちの為に始めた事業だ。公共図書館に近

い小学校でも実施する考えは今のところない。 

○ 長野市、坂城町の図書館も千曲市民に本を貸し 

てほしいが、それぞれ事情があるのかと思う。北

信公共図書館連絡協議会等でも要望していきた

い。 



○ ブックスタート事業で「おひさまあはは」が 

一番配布が多かった。母親たちにどんな本がほ

しいのか、アンケートをとってほしい。また、

絵本プレゼント会の内容が今のままでいいのか

母親たちの気持ちも知りたい。 

○ 図書館利用学校説明会は合併前から戸倉でし 

かやっていないということでいいのか。 

 

○ 更埴西図書館は規模的に今以上に大きくはな 

らないか。子どもたちが利用するというより、

専門的な本のみにしてしまうとか、何か方策を

考えたほうがよいと思う。 

○ 蔵書・貸出数等の推移で貸出数、特に児童書 

貸出数が減っているが、児童の数が減ってきて

いる。児童対象の事業にこれだけ取り組んで貰

っているので、ただ減っているようには思えな

い。人数割りにしてみるとか、数字の出し方に

工夫が必要ではないか。 

○ 移動図書館車が更新され、きれいなオレンジ 

のラインが入っている。今までの「みどり号」

ではなくいい名前を検討していただけたらと思

う。 

○ 更埴図書館で屋根の工事をするが、開館した 

まま行うのか。その期間は。 

 

○ 児童書、ヤングアダルト本の対象はどこまで 

か。 

○ ヤングアダルトコーナーは中学生も対象とし 

て選書しているように思う。ヤングアダルトコ

ーナーの図書内容が薄く感じる。成長していく

大事な部分なので、もっと充実させてほしい。 

○ これだけの活動をしているのに、スタッフは 

大丈夫なのか。 

○ 資料の収集、保存についてどんな考えをもっ 

ているか。文化財センターで保存していく資料

と図書館で保存していく資料の境目は何か。 

 

 

 

 

 

○ 配布絵本がこの５冊でいいのか、絵本プレゼン 

ト会の内容が今のままでいいのか、母親にアンケ

ートを取ることを検討したい。 

 

 

○ 合併前から戸倉で取り組んでいる事業だ。戸倉 

図書館が開館したときにもっと存在を知ってほ

しいとのことで始めたと聞いている。 

○ 規模を大きくすることは難しい。活用の方法を 

検討していきたい。 

 

 

○ 検討します。 

 

 

 

 

 

○ 検討します。 

 

 

 

○ 図書館の周りに足場を組むようになるが、開館 

したまま行う。今のところ８月の夏休み明けから

１０月半ばの蔵書点検明けまでと考えている。 

○ 中学生向きまでを児童書に入れている。ヤング 

アダルト本の区分は一般書にしている。 

○ 充実させていきます。 

 

 

 

○ 事業を充実させていくには、厳しい状態だ。人 

事についても働きかけていきたい。 

○ 郷土資料は力を入れて収集、保存していきた 

い。書架、書庫の状態をみてもわかるように、保

存にはなかなか力が及ばない状況だ。図書館には

歴史的資料として保存することが適当と認めら

れるものは引き渡すという規則もある。本として

発行され、蔵書としたものは図書館で保存してい

くようになる。 

合併後、文化財センターには莫大な資料があ 



 

 

 

○ 寄贈図書の礼状はどうなっているか。 

 

る。現在目録を作成し、できれば電子化して利用

できる状態にしようという方向で整備を行って

いる。 

○ 礼状が必要な方のみに出している。 

 

 


